
「明
あき

らめる」ことから始
はじ

まる挑戦
ちょうせん

 

副校長
ふくこうちょう

 二瓶
に へ い

 武志
た け し

 

「諦
あきら

め」の本来
ほんらい

の意味
い み

について、丸井
ま る い

章夫
あ き お

さんは、著書
ちょしょ

『あきらめ上手
じょうず

になると悩
なや

みは消
き

え

る』の中
なか

で、次
つぎ

のように述
の

べています。 

------------------------------------------------------------------------------- 

「あきらめ」という行為
こ う い

は、はるか昔
むかし

から日本人
にほんじん

にとって非常
ひじょう

に前向
ま え む

きな言葉
こ と ば

であるというこ

とです。「あきらめ」という言葉
こ と ば

に「断念
だんねん

する、放棄
ほ う き

する」といった意味
い み

がついたのは、歴史
れ き し

的
てき

に

はごくごく最近
さいきん

の、明治期
め い じ き

以降
い こ う

のことです。本来
ほんらい

の意味
い み

はどうだったかというと、「あきらめ」は

「諦
あきら

め」ではなく「明
あき

らめ」、すなわち「ものごとを明
あき

らかにする」という意味
い み

で使
つか

われていま

した。ためしに万葉集
まんようしゅう

をひもとけば、次
つぎ

のように記
しる

されています。 

「秋
あき

の花
はな

種
くさぐさ

にあれど色
いろ

ごとに見
め

し明
あき

らむる今日
け ふ

の貴
たふと

さ」 

このように、じつに 趣
おもむき

深
ぶか

い使
つか

われ方
かた

をしています。これは「種類
しゅるい

ごとに異
こと

なる花
はな

の美
うつく

しさに

気
き

づかされた、今日
き ょ う

はよい日
ひ

だなあ」といった意味
い み

あいの歌
うた

で、「見
め

し明
あき

らむる」は読
よ

んで字
じ

のご

とく（花々
はなばな

の美
うつく

しさを）見
み

て明
あき

らかにするという意味
い み

になっています。 

この「明
あき

らめる」がなぜ「諦
あきら

める」に転
てん

じていったかについては諸説
しょせつ

ありますが、私
わたし

はじつ

のところ「明
あき

らめ」と「諦
あきら

め」は現代
げんだい

でもかなり近
ちか

い言葉
こ と ば

ではないかと考
かんが

えています。なぜな

ら人
ひと

がなにかを「諦
あきら

める」ためには、その前
ぜん

段階
だんかい

で悩
なや

みの正体
しょうたい

を「明
あき

らめる＝明
あき

らかにする」

必要
ひつよう

があるからです。いわば私
わたし

たちは「明
あき

らめてから諦
あきら

める」――「諦
あきら

め」と「明
あき

らめ」はセ

ットになっているのです。いずれにしても「諦
あきら

め」が「明
あき

らめ」という美
うつく

しい語源
ご げ ん

をもつ

以上
いじょう

、かつての日本人
にほんじん

が「諦
あきら

め」をよい言葉
こ と ば

、前向
ま え む

きな行為
こ う い

とみなしていたことは明白
めいはく

です。 

------------------------------------------------------------------------------- 

昨年
さくねん

の全日本
ぜんにほん

女子
じ ょ し

剣道
けんどう

選手権
せんしゅけん

大会
たいかい

において、３度目
ど め

の栄冠
えいかん

に輝
かがや

いた神奈川
か な が わ

県警術科
けんけいじゅつか

特別
とくべつ

訓練員
くんれんいん

の高橋
たかはし

萌子
も え こ

巡査
じゅんさ

部長
ぶちょう

の座右
ざ ゆ う

の銘
めい

は、「決断
けつだん

」だそうです。中学
ちゅうがく

時代
じ だ い

の恩師
お ん し

が、剣道
けんどう

の名門
めいもん

高校
こうこう

に

進
すす

むために親元
おやもと

を離
はな

れる高橋
たかはし

さんに贈
おく

った言葉
こ と ば

とのことです。高橋
たかはし

さんは、「何
なに

かをやると決
き

めた

ら、何
なに

かを断
た

ち切
き

らなければならない。弱
よわ

い気持
き も

ちや迷
まよ

いを振
ふ

り切
き

り、一本
いっぽん

を打
う

ち込
こ

む剣道
けんどう

にも

通
つう

じている」と話
はな

していました。 

何
なに

かを成
な

し遂
と

げるためには、「明
あき

らかに見
み

る」ことが必要
ひつよう

です。夢
ゆめ

を叶
かな

えるためには、どれだけ

練習
れんしゅう

が必要
ひつよう

なのか、どれだけの覚悟
か く ご

が求
もと

められるのか、そして何
なに

を優先
ゆうせん

し何
なに

を手放
て ば な

さなければな

らないのかを、しっかりと見極
み き わ

めなければなりません。 

いよいよ夏休
なつやす

みが始
はじ

まります。さまざまな計画
けいかく

を立
た

てていることと思
おも

いますが、これから何
なに

か

に挑戦
ちょうせん

しようとしている人
ひと

にとって、この話
はなし

が少
すこ

しでも参考
さんこう

になれば嬉
うれ

しいです。また、

全国的
ぜんこくてき

に水難
すいなん

事故
じ こ

が増
ふ

えています。交通
こうつう

事故
じ こ

や SNS 上
じょう

のトラブル、熱 中 症
ねっちゅうしょう

等
とう

にも十分
じゅうぶん

注意
ちゅうい

し、健康
けんこう

管理
か ん り

にも気
き

を配
くば

りながら充実
じゅうじつ

した夏休
なつやす

みを過
す

ごしてください。８月
がつ

27日
にち

、皆
みな

さんの

元気
げ ん き

な姿
すがた

に再
ふたた

び会
あ

えることを楽
たの

しみにしています。 
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